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川東４町住民とパープルサンガ
フロント担当者との意見交換会

フロントの説明に集中

サンガコーチの指導に集中

　新型コロナウイルスの拡散していることを考慮して、
2月 29日（土）に予定していた第 1回ウォークラリー
を延期しました。
　この取り組みは、亀岡駅北（京都スタジアム）と千
代川駅東（保津川下り新乗船場）を結ぶ、川東 4 町の
歴史・文化・自然・食材等の豊富な資源を活かした散
策ルートの整備による観光振興等を核にして地域活性
化を目指す川東 4 町にとって、訪れる人たちに対する
「おもてなし」を如何に充実させることが出来るかがポ
イントとなります。
　そのためには、そこに住む我々自身が地域の多くの
資源を熟知し、誇りを持って暖かくお迎えできるかど
うかが重要だと考え、地域を直接散策するウォークラ
リーを今年から 3～ 4 回実施していくものです。改め
てご案内しますので、その際には積極的な参加をよろ
しくお願いいたします。
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・4月 5日（日）　消防団入退団式
・4月19日（日）　戦没者慰霊祭
・4月25日（土）　自治会議員会議（決算審議）
・5月10日（日）　自治会議員、
                   　正・副区長、隣組長合同会議
・5月24日（日）　体振ふれあいソフトボール大会
                   　［雨天5月31日（日）］
・6月未定　　　川東地区人権啓発推進協議会総会
・6月21日（日）　第5回町民グラウンドゴルフ大会
                   　（少雨決行)

令和2年4月～6月
今後の行事予定

「まほろば亀岡かわひがし」
ウォークラリー延期

　2 月 7 日（金）令和元年度最終の第 6 回ふ
れあいサロン「神ひろみショー」を開催しま
した。
　例年通りの華やかな衣装を身につけ、張り
のある歌声と軽妙なトークで大勢の来場者を
楽しませて頂きました。また、畑良人さんの
甘い歌声も素敵でした。
　3Ｂ体操の皆さんには、心身のリフレッシュ
をさせていただきました。令和 2年度も、色々
と工夫をこらした企画を計画していますので、
多数のご参加をお待ちしています。

（野々村　桂）
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！
華やかでムード満点

熱唱中！！

　平成から令和への記念すべき年に、正副区長様、隣
組長様、各種団体の関係者の皆様、そして町民の皆様
には力強いお支えをいただき、平成 31 年度・5 月から
は令和元年度の自治会の様々な取り組みを滞りなく実
施することが出来ました。紙面をお借りして厚く御礼
申し上げます。
　様々な自治会行事や協力依頼への対応等により、お気
づきになられた点は、遠慮
なく申し出て下さい。建設
的なご指摘につきましては
改善するように努め、少し
でも住みよいまちづくりを
目指して頑張って参ります。

自治会運営へのご協力に感謝平成３１年
令和元年度
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正副区長・自治会議員合同会議
令和2年3月8日開催（マスク着用）
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重
篤
な
肺
炎
を
引
き
起
こ

す
恐
れ
の
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
、

今
だ
沈
静
化
の
兆
し
が
見
え

な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
今
日

の
ま
ん
延
は
初
動
対
応
の
ま

ず
さ
に
大
き
く
起
因
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
初
動
活
動
の
重
要
性

は
火
災
や
風
水
害
等
有
事
の

際
に
、
町
民
の
皆
様
と
連
携

し
た
災
害
初
動
時
の
適
切
な

活
動
に
よ
り
、
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
ら
れ
る
こ
と

に
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
最
前
線
に
立
ち
、
防

火
防
災
・
安
全
安
心
の
要
と

し
て
、
日
々
生
業
を
持
ち
な

が
ら
活
動
し
て
も
ら
っ
て
い

る
の
が
、
地
元
消
防
団
の
皆

様
方
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
、
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
最
た

る
消
防
団
活
動
に
携
わ
る
団

員
不
足
が
深
刻
化
し
、
そ
の

確
保
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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多
く
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
「
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
す
が
、
昨
年
十

二
月
末
時
点
で
は
、
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を
ホ
ー

ム
グ
ラ
ン
ド
と
す
る
サ
ン
ガ
応
援
へ
の
ボ
ル

テ
ー
ジ
が
全
く
上
が
ら
ず
、
各
町
自
治
会
も
住

民
の
サ
ッ
カ
ー
熱
を
上
げ
る
の
に
四
苦
八
苦
し

て
い
た
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
い
わ
ば
地
元
中
の
地
元
で
も
あ

る
川
東
四
町
が
一
体
と
な
っ
て
、
他
町
に
先
駆

け
て
、
川
東
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
生
徒
（
現
在
48

名
）・
保
護
者
も
交
え
て
、サ
ン
ガ
の
フ
ロ
ン
ト
・

コ
ー
チ
等
と
の
住
民
意
見
交
換
会
を
1
月
18
日

（
土
）亀
岡
川
東
学
園
絆
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
が
常
に
お
客
さ
ん
で
い
っ

ぱ
い
に
す
る
た
め
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
ま

ず
は
サ
ン
ガ
が
強
く
な
る
こ
と
が
第
一
。
加
え

て
選
手
の
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
の
が

住
民
の
応
援
の
力
。
サ
ン
ガ
が
強
く
な
れ
ば
京

都
ス
タ
ジ
ア
ム
も
満
席
が
続
き
、
そ
の
恩
恵
を

最
も
受
け
る
の
が
川
東
地
域
。
サ
ン
ガ
と
ま
さ

に
運
命
共
同
体
で
あ
る
と
の
認
識
で
し
っ
か
り

と
熱
い
応
援
を
し
ま
し
ょ
う
。

重
責
を
担
う
団
本
部
の
団
長
・

副
団
長
候
補
と
し
て
、
前
馬

路
分
団
長
の
中
野
弘
基
長
林

寺
住
職
に
白
羽
の
矢
が
立
ち

ま
し
た
。

　

長
林
寺
は
亀
岡
市
の
中
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
檀
家
数

を
抱
え
る
こ
と
か
ら
、
住
職

と
団
本
部
と
の
兼
務
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を

し
っ
か
り
と
果
た
せ
る
の
か

等
の
懸
念
す
る
声
が
強
く
あ

る
の
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
対
す
る
私
個
人

の
見
解
と
し
て
は
、
市
民
の
安

全
安
心
の
た
め
に
欠
か
す
こ
と

の
出
来
な
い
亀
岡
市
消
防
団
活

動
を
リ
ー
ド
す
る
、
団
本
部

を
務
め
よ
う
と
す
る
中
野
住

職
の
社
会
貢
献
活
動
を
、
檀

家
の
皆
様
が
大
き
な
観
点
か

ら
理
解
し
支
え
合
う
こ
と
を

通
じ
て
、
よ
り
地
域
の
繋
が

り
・
絆
が
深
ま
り
、
結
果
と

し
て
「
あ
え
て
困
難
な
中
に

身
を
乗
り
出
す
」
こ
の
貴
重

な
経
験
が
、
中
野
住
職
の
人

間
力
を
よ
り
大
き
く
す
る
こ

と
と
な
り
、
檀
家
と
し
て
も

地
域
に
と
っ
て
も
こ
の
上
な

く
有
益
で
誇
る
べ
き
こ
と
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
末
に
な
り
、
桜
の
つ
ぼ
み
が
膨

ら
む
こ
ろ
、
そ
ん
な
中
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

日
々
の
生
活
リ
ズ
ム
は
混
乱
。
時
の
変
化
に
困

惑
す
る
日
々
を
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　

馬
路
町
の
行
事
に
も
変
更
、
縮
小
等
が
多
く

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
は
や
く
通
常

に
戻
れ
る
こ
と
を
望
み
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ご
意
見
、
感
想
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

（
中
川
俊
和
）

ふれあいサロン
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